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I マイクロ電極を用いた網羅的バイオセンサの開発  

Development of biosensors by using micro-electrode system 

安川智之・鈴木雅登・松原則男  

Yasukawa, T., Suzuki, M., Matsubara, N. 

フォトリソグラフィ技術を活用し，一度に複数の細胞や初期胚の電気特性や呼吸活性

を計測する電極システムの開発研究を行っている．本年度は，マイクロウエルとマイク

ロ電極を融合させた，個々の細胞の電気特性の時間変化の追跡が可能な電極デバイスを

実現させた．このデバイスを用いて，細胞群に対して染色することなく，化学物質によ

る細胞の活性化のモニタリングに成功した．また，電極と細胞やタンパク質などのバイ

オ材料との親和性向上のために，電解重合法を用いた電極表面の改質技術の開発も行っ

ている．  

Ⅱ 誘電泳動による自在な細胞操作技術の開発  

Flexible manipulation with living cells based on dielectrophoresis 

安川智之・鈴木雅登・松原則男  

Yasukawa, T., Suzuki, M., Matsubara, N. 

誘電泳動を基軸とした，細胞を超高速で自在に操作する技術を利活用し，簡便および

高効率に「細胞アレイを創る」，「細胞アレイから目的の細胞を回収する」を行ってい

る．本年度は，マウスより単離した脾臓細胞をターゲットとした．脾臓細胞アレイを数

秒で作製した．細胞アレイ中での免疫分析法を確立し，目的抗体を分泌するB細胞の特

定に成功した．さらに特定したB細胞を誘電泳動現象によって回収した．  

Ⅲ 電気動力学法を用いた細胞の電気特性の非侵襲評価 

Non-Invasive Characterization of electric parameters of cells by using 

AC electrokinetic force 

鈴木雅登・安川智之  

Suzuki, M., Yasukawa, T. 

電気回転法を用いて，細胞に対して非侵襲的な細胞の電気特性（細胞膜容量，細胞質

導電率）の評価に取り組んでいる．昨年度，確立した細胞の電気回転速度の減少に基づ

く，非標識な細胞の分化状態の識別技術を応用して，分化誘導剤の選別を行った．細胞

の回転速度を指標として，赤血球への分化誘導能を有する化合物を選別できることを示

した．この手法の特徴は細胞への染色を必要とせず，評価した細胞を培養し，その後の

解析に利用できる点にある．  
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博士後期課程   

河合志希保  ：一括電気回転デバイスの開発と細胞膜容量の一括計測  

寺尾和輝   ：  バイオ LSIを用いたゼブラフィッシュ胚の酸素消費量に基づく

毒性評価法の開発  

波多美咲   ：単一細胞操作技術による抗体分泌細胞の識別・分離・回収法の
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